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1. はじめに 

近年，hiphop 業界はラップと声優，ラップと学芸員

のイベント[1]，プロジェクトを行うなどをして新しい層

の顧客を獲得している．これらを起点にラップに関心

を寄せた人が MC バトルへ参加を志す過程で「誰か

に見られず，個人だけの空間でフリースタイルラップ

の練習をしたい」といった願いを叶えるサービスを本

稿で検討する． 
2. 開発目的 

本開発の目的は，ラップ初心者が MC バトルへの

参加準備を支援するサービスを制作することである． 

 具体的には，韻を踏むこと（rhyme，ライム）に抵抗の

あるラップ初心者のライムスキル向上可能なものにす

る．また，ライムを含むことは MC バトルの評価の一

つであり，ラップスキル向上に繋がるため重視した． 
3. 開発するにあたっての課題 

既存のアプリケーションサービスの例を挙げるとライ

ムに慣らすことを目的としたものが多く存在するが

[2][3]，実際の MC バトルとは異なる．MC バトルへの

参加準備支援をするならば，現実と近い体験をプレ

イヤーに与えることが課題となってくる．一方，本開発

ではライムスキル向上のみならず，相手のラップを聞

き，プレイヤーが思考を整理し次のターンに備えると

いった実際の MC バトルと同様の動きが可能なゲー

ム形式とした． 
4. サービス内容 

 「発声した言葉がライムが出来ていればスコアが加

点される疑似的に MC バトルが可能なゲーム」を開

発した．実装するにあたり，使用したゲームエンジン

は Unity（ver.2020.3.21f1）．音声認識部は Windows

の DictationRecognizer を Unity で起動する．ラップ

バトルシーンのデータの流れは音声から音声認識部

に音のデータを送信．図 1 (a)続いて，音声認識部か

ら韻ふみ判断システムに string（文字）のデータを送

信．図 1(b)最後に韻ふみ判断システムから表示する

までに float(ゲーム内得点)を送信している．図 1(c)ま

た，オリジナリティの観点から「ノベルゲーム・RPG・ラ

ップバトル」と三形態のシーンを用意し，既存のラップ

関連ゲームと差別化を図った．[図 2]また，ゲームに

することでゲーマー層にラップへ興味を沸かすことも

期待する．更にノベルゲームシーンではライムが習慣

化された環境に飛び込む主人公とすることで，ラップ

を始めたてのプレイヤーと共通点を与えることでスト

ーリー面からも没入感のあるゲームに近づけた．

 
 図 1.ラップバトルシーンのシステムフロー 

 
  図 2.三形態のシーン別の画面画像 

5. 今後の開発目標 

今後の開発においては韻を踏んだ箇所がプレイヤ

ーにも視認可能な機能を追加する予定である． 
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